
「尚志」二高生像と史料館の縁について
東北大学史料館には現在、彫刻家佐藤忠良の手による高さ55センチの小さな彫像と、黒川利雄（東北大学第10代総長）の書いた「尚志」の

色紙が収められています。これらは片平キャンパスにある「尚志」二高生像の制作の素材となったもので、この像は記念資料室（史料館の前身）
の新館開館と同じ1986（昭和61）年に作られました。この像と史料館の間には深い関係があります。

そもそも旧制第二高等学校は、1886（明治19）年の学校令により全国が五大区に分けられ、その第二区仙台に第二高等中学校として設立され
ました。1889（明治22）年に現在の片平キャンパスに校舎を新築、94年には第二高等学校と改称し、1925（大正14）年に東北帝大の規模拡大に
伴って、北六番丁へと移転します。1950（昭和25）年の学制改革で東北大学に包摂され、惜しまれつつその後を絶ちました。

このいわゆる「旧制二高」が百周年を迎えた1986年、二高の卒業生たちによって仙台市内で式典のほか講演会や演奏会など盛大な催しが開
かれました。その記念行事の一つとして二高生像も作られます。像をめぐっては紆余曲折の議論があり、彫刻家に細かい指示をつけながら完成し
たといいます。弊衣破帽の蛮カラなイメージは昭和に入ってから強くなったため、明治大正の二高生を同時に表現するのにも苦労したそうです。ま
た黒川利雄が二高精神を象徴する「尚志」を書いたのは、彼も1917（大正 6 ）年に二高を卒業し、当時同窓会会長を務めていたからでした。

そしてこれと同時開催されたのが、記念資料室新館での「創立百周年記念第二高等学校資料展」です。その背景には、二高百周年の記念事
業として蒐集・保存された二高関係の史料を、大量に東北大学に寄贈したこと、また記念資料室新館の備品の多くを寄贈したことも関わっていま
す。いま史料館にある展示ケース、大きなソファーもこの百周年記念に二高同窓会から寄贈を受けたもので、旧制二高は史料館の設立において重
要な役割を果たしたといえます。

ちなみに二高生像の襟元には L の文字が刻まれており、文科の学生を表していることがわかります。当時制作に立ち会った人たちは皆理科出
身者で、多数決で決めれば S となるはずでしたが、「それじゃ二高生らしくない、少数の方の Lを採用しろ」との意見が出て L が採用されたとい
うエピソードが残されています。
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写真右：「尚志」二高生像の襟元に「L」の字が彫り込まれている。
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東京大学デジタルアーカイブズ構築事業に
おける学術資産の利活用に向けた取り組み

東京大学情報基盤センター／学術資産アーカイブ化推進室 助教　　中村　覚

2015年に公表された「東京大学ビジョン2020」の一つに「学術の多様性を支える基盤の強化」が掲げら

れ、「東京大学が保持する学術資産のアーカイブを構築し、その公開と活用を促進することで、学術の多様

性を支える基盤を強化する。」という方針が示された。これを受け、2016年 9 月に「東京大学学術資産等アー

カイブズ委員会」が東京大学内に設置された。本委員会は東京大学附属図書館長、東京大学総合研究博物館

長、東京大学文書館長、東京大学情報基盤センター長を中心として構成され、東京大学内の MLA（博物館 

Museum・図書館 Library・文書館 Archives）機関が参画している点に特徴がある。委員会では、東京大学

の保持する多様な学術資産等のデジタルアーカイブ化を行い、かつ国内外に向けて広く公開し、その活用を

促進するための「東京大学デジタルアーカイブズ構築事業」を2017年度から実施している。

本事業では、学内の各部局で取り組まれてきた学術資産のデジタル化支援に加え、学内の学術資産の公開

と利活用を支援するための情報システム「東京大学学術資産等アーカイブズプラットフォーム」の構築に取

り組んでいる。本プラットフォームは、図に示すように、以下の 3 つのシステムから構成される。
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・東京大学学術資産等アーカイブズリンク集（以下、リンク集）

・東京大学学術資産等アーカイブズ共用サーバ（以下、共用サーバ）

・東京大学学術資産等アーカイブズポータル（以下、ポータル）

リンク集は、既に学術資産のデジタル公開を行っている学内ウェブサイトを一覧形式で紹介するものであ

り、本学で所有する学術資産を俯瞰的に閲覧可能にすることを目的としたシステムである。2017年12月に公

開を開始し、2018年 7 月末時点で、41部局・186コレクションの学内ウェブサイトが登録されている。日本

語ページだけでなく、英語ページも提供することで、学術資産の国内外に向けた発信を行っている。

共用サーバは、公開システムの構築が困難な部局に対する学術資産の公開を支援するためのシステムであ

る。支援が必要な部局から画像やメタデータを受け取り、公開サイトの構築までをサポートする。また本シ

ステムでは、国際規格や関連技術を積極的に導入している。具体的には、画像の効果的・効率的な共有を行

うための国際規格である IIIF （International Image Interoperability Framework）を用いた画像公開や、人

文学資料のマークアップのためのルールを定めているガイドライン TEI（Text Encoding Initiative）に従っ

てテキストを公開する。さらに、LOD（Linked Open Data）を用いたデータ公開を行うことにより、単な

る学術資産の公開に留まらず、第三者や計算機による公開データの利活用を支援する。本システムは2018年

1 月に公開を開始し、2018年 7 月末時点で12コレクションを公開している。

リンク集がデータベースやウェブサイト単位での情報集約であるのに対し、ポータルは資料単位での横

断検索を可能にするシステムである。学内の各部局が公開するデジタルアーカイブや先述した共用サーバ

からメタデータを収集し、部局や各アーカイブを横断した検索を可能とするシステムである。2018年度内

の公開を目指しており、国立国会図書館や国立情報学研究所等の外部機関とのデータ連携についても検討

している。

学術資産のアーカイブ化・利活用に取り組む関係機関において、本事業の取り組みが少しでも参考になれ

ば幸いである。
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組織のデジタルアーカイブ構築の課題と 
解決に向けた一考察

：東京大学文書館デジタルアーカイブの事例より

東京大学文書館特任助教　　宮本　隆史

東京大学文書館では、2017年10月にデジタルアーカイブのベータ版システムを公開し、2018年 8 月にその

本公開をおこなっている（http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/UTArchives/uta/s/da/）。本稿では、本公開にあたっ

ての基本的な考え方を紹介する1。

東京大学文書館が保有する資料は、特定歴史公文書等と歴史資料等に分類される。特定歴史公文書等は、

東京大学の教職員が職務の中で作成あるいは受け取った文書や資料のうち、歴史的に重要と判断されたもの

である。一方で、学内外の団体や個人から寄贈された、東京大学に関係する資料を、歴史資料等と呼んでい

る。これらをオンライン上で効率的に検索可能にし、画像データの閲覧ができるようにするとともに、東京

大学文書館のみならず他組織の歴史的資料とも連携可能にすることが、東京大学文書館デジタルアーカイブ

の開発の目的であった。

課題は、限られた予算と資源のもとで、持続可能なシステムを構築することである。この問題はいくつか

に切り分けることができる。まず、システム環境の維持の問題がある。ハードウェアのメンテナンス、オペ

レーティング・システムの管理、セキュリティ対策など、すべてを自前で実現するには予算と人的資源が継

続的に必要となる。費用を抑えるため、東京大学文書館では、学内の情報基盤センターが提供するウェブ・

ホスティング・サービスを利用することとした。しかし、使えるプログラミング言語、CPU 性能、メモリ

容量などについては、制約がともなう。

つぎに、システムの継続的開発の課題がある。すべてを独自のシステムとして開発（スクラッチ開発）す

ると、開発費用を支払えなくなったときにデジタルアーカイブを公開しつづけられなくなってしまうおそれ

がある。すでに安定的なコミュニティが形成されているオープンソースのソフトウェアの場合、コミュニ

ティが存続するかぎりは開発が継続される可能性が高い。東京大学文書館では、資料のオンライン展示用シ

ステムとして定評のある Omeka（https://omeka.org/）を採用した。サーバ性能上の制約があったため、軽

1　�関連する情報として、つぎも参照されたい。宮本隆史．2016．「大学史関係資料のセマンティック・ウェブ技術による
活用に向けて」．『東京大学文書館ニュース』57：2-4；宮本隆史．2017．「東京大学文書館の新デジタル・アーカイブの
試験公開」．『東京大学文書館ニュース』59：2-3；宮本隆史．2017．「東京大学文書館デジタル・アーカイブの本公開に
向けて」．『東京大学文書館ニュース』60： 4 ；宮本隆史．2018．「東京大学文書館デジタル・アーカイブの公開」．『東
京大学文書館ニュース』61：2-4．
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量のシステムであることも重視した。一方で、このシステムで実現できることには限界があり、データのビ

ジュアル化など少なくとも現時点では諦めざるをえない機能もあった。

ウェブ関連技術の急速な進歩を前提にすると、ひとつのデジタルアーカイブにさまざまな機能を持たせた

くなることが多いが、多機能システムの維持も長期的には考慮しなければならない問題である。多機能をひ

とつのシステムに盛り込むとき、各機能が相互に依存している場合には、ひとつの機能が動かなくなったと

きにシステム全体が停止してしまう危険性がある。そのため、ひとつのシステムで多機能を実現しようとせ

ず、機能ごとに切り分けることを視野に入れたほうがよいだろう。ひとつのシステムに多機能を持たせる場

合にも、それぞれの機能が相互依存しないように設計することが望ましい。東京大学文書館の場合には、資

料の階層構造の可視化や国立公文書館など外部のデジタルアーカイブとの連携（SRU/SRW 対応）のための

拡張機能を、Omeka のプラグインとして開発した。基本的には、目録情報発信用の最低限の機能を備えた

デジタルアーカイブと位置づけており、データをさらに活用するための機能は外部のアプリケーションとし

て構築するという方針を立てている。

さらに、長期的には技術変化への対応という問題もある。最新の技術を使うことでデジタルアーカイブの

利用価値を高めることが期待できるが、その一方でその技術が陳腐化してしまうというリスクもある。技術

変化の影響をできるだけ回避するため、最新の技術に依存しすぎないようにすることが現実的だろう。最新

の技術の応用は、できるかぎりアプリケーションのレベルで行なうことで、利用者の要望に応えることは可

能だと考える。東京大学文書館デジタルアーカイブでは、できるだけ枯れた技術を使って安定的な情報提供

を目指すことを方針としている。一方で、外部アプリケーションなどがデータを利用しやすいように、目録

データは標準的なメタデータスキーマに可能なかぎり準拠したうえで、JSON-LD や RDF/XML など複数の

形式で取得できるようにしている。

デジタルアーカイブが提供するデータを使って、研究などのためにより高度な活用を実現するには、解

決すべき課題が残されている。具体的には、画像の活用の幅を広げるために、IIIF（International Image 

Interoperability Framework）へ対応することが望ましい。また、メタデータのより広い共有化のためには、

LOD（Linked Open Data）化のため RDF ストアを構築することが有効である。そのうえで、研究・展示を

指向したアプリケーション開発を行なうという流れが現実的であろう。これらを実現するための環境を準備

することが今後の課題である。

このように、さまざまな制約条件の下で、東京大学文書館ではオープンソースの Omeka S を基盤とした

デジタルアーカイブを構築し、必要最低限の機能拡張をプラグインの開発というかたちで行なうという方針

をとっている。開発したプラグインは、「GNU 一般公衆利用許諾書第 2 版以降」のライセンスで配布予定で

ある。これによって、東京大学文書館だけでなく、さまざまな組織や個人がこのシステムを利用できるよう

にし、外部的な効果を生み出そうとしている。
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資料の公開について������������������������
◆特定歴史公文書等

2018（平成30）年 3 月31日付で新たに753点の特定歴史公文書等の公開を開始しました。今回新たに公開された主
な文書は下記の通りです。
①学生支援課関係文書
�　平成10年度～20年度までの学寮専門委員会に関する資料など。
②理学研究科文書
�　昭和20年度～昭和60年度までの教授会、昭和37年度～昭和60年度までの研究科委員会の議事録。
③法学研究科文書
�　昭和24年度～昭和56年度までの教授会、昭和28年度～平成11年度までの研究科委員会の議事録など。
④農学研究科文書
�　昭和31年度～61年度までの教授会、昭和30年度～61年度までの研究科委員会の資料など。
⑤電気通信研究所文書
�　昭和26年度～61年度までの研究教授会、昭和25年度～61年度までの教授会、昭和31年度～61年度までの専任教
授会の議事録。
⑥加齢医学研究所関係文書
�　昭和25年度～昭和61年度までの抗酸菌病研究所（加齢研の前身）
の教授会資料や附属病院科長会議資料、将来構想に関する資料、加
齢研の開所式関係など。
⑦未来科学技術共同研究センター（NICHe）関係文書
�　未来科学技術共同研究センターや（株）東北テクノアーチの設置
に関わる資料や産学連携ラウンドテーブルの資料など。

◆個人・団体文書
①牛丸冬文書
�　牛丸冬（うしまるふゆ　1871～95）は、明治期の陸軍二等軍医で
秋田県士族だった人物です。第二高等中学校の医学部を1891（明治
24）年に卒業し、 3 年後に日清戦争（甲午戦争）に従軍、朝鮮や遼
東半島、さらには台湾へと転じました。その最中に罹病し、台南で
24歳という若さで亡くなります。全207点に及ぶ文書群には、日清
戦争に従軍する途中に作成した精緻な画集やメモ、軍関係資料など
も含まれ、当時の朝鮮、中国、台湾の習俗や日清戦争の状況につい
て知ることのできる貴重な資料となっています。

史料館のうごき（2018年 3 月～2018年 8 月）��������������
◇学術資源研究公開センター外部評価委員会の実施（ 3月 5日～ 6日）

外部評価委員として史料館では東京大学文書館顧問の佐藤愼一氏（東京大学元理事・副学長、名誉教授）
を招聘し、博物館・植物園とともに外部評価を実施しました。この評価の結果は 6 月に『東北大学学術資源
研究公開センター 外部評価報告書』としてまとめられました。

◇総長・理事・副学長アーカイブ事業（ 3月12日～ 6月 6日）
大学運営の記録を体系的に残す観点から、今年新たに「総長・理事・副学長アーカイブ事業」を実施し、

事績ヒアリングや提供資料の収集、肖像写真の撮影保存を行いました。

◇ IEEE マイルストーンを設置（ 3月22日）
IEEE によって歴史的業績と認定された「短波指向性アンテナ（通称八木・宇田アンテナ）、1924年」と

「アンテナにおける自己発補対の原理と虫明の関係式の発見、1948年」のマイルストーンを当館入口の左側
の壁に設置しました。

（「牛丸冬画集」より）
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◇ SMMAに加盟（ 4月 1日）
今年度から SMMA（仙台・宮城ミュージアムアライアンス）に加盟しました。当館の資料を地域の知的

文化資源として活用できるよう情報発信するほか、他館との共同プログラムも実施していく予定です。

◇埋蔵文化財調査室による巡回展開催（ 5月14日～ 6月 8日）
埋蔵文化財調査室主催の「川内キャンパスのむかしむかしⅡ～仙台城跡二の丸北方武家屋敷地区～」の巡

回展を当館にて行いました。

◇2018年度の法人文書の受入・評価（ 4月25日～ 6月27日）
2017年度末に保存期間を満了した法人文書の中から本学の「特定歴史公文書」として324点（予定外の追

加移管を含まない）の法人文書を当館公文書室に受け入れました。あわせて、2018年度末に保存期間を満了
する予定の文書の評価を行い、移管予定となる文書を316点選定しました。引継を完了した文書については、
今後、内容などに関する点検調査を行ったのち公開する予定です。

◇�日・EUフレンドシップウィーク展示「ヨーロッパレード！－建築と歴史のカーニバル－」開催�
� （ 5 月23日～ 6月28日）
附属図書館の展示に当館の資料も出陳しました。また 6 月13日の講演会では、パネルディスカッションに

加藤准教授が参加しました。

◇附属図書館にて「東北大学と旧制二高」展開催（ 6月 2日・ 6月 4日・ 7月30日～ 8月 1日）
東北大学懇談会、オープンキャンパスの催しとして、附属図書館と合同で展示を行いました。

◇基礎ゼミ「アーカイブズをつかう」開講（ 6月11日～ 8月 6日）
月曜日の 3 ・ 4 コマに授業を行い、 9 名の学部 1 年生が受講しました。史料館の資料を使って調査し、そ

れぞれ発表を行ったほか、附属図書館見学や宮城県公文書館からの出張出前講座も行いました。

◇新公開資料速報展開催（ 6月12日～ 8月 3日、 8月 6日～ 9月21日）
整理が完了し、新たに公開された資料を紹介する新公開資料速報展の第25回「夭折した軍医～牛丸冬

文書」、第26回「畑井新喜司と若き研究者たちの楽園での日々～パラオ熱帯生物学研究所関係資料につい
て～」、第27回「引き継がれる西洋史研究～佐藤伊久男文書②～」を当館第 2 企画展示室にて開催しました。

◇学術資源研究公開センターによる共同展示開催（ 7月 2日～ 7月20日）
東北大学学術資源研究公開センターの合同企画として、史料館、博物館、植物園が東北大生に向けてそれ

ぞれの館の魅力を紹介する共同展示を附属図書館で行いました。共同パンフレットも作成しています。

ミニ展示とアーカイブズセミナーのご案内��������������
◇ミニ展示「海を渡った詩人学者たち」

日時： 9 月21日（金）～10月31日（水）
会場：東北大学史料館　 2 階展示室
�仙台・東北大学ゆかりの詩人・英文学者　Ralph Hodgson（ラルフ　ホジソン 1871-1962 東北帝大教員）・
佐藤清（1885-1960　仙台出身　旧制二高卒　京城帝大教員）・金起林（김기림　キム ギリム 1908-1950? 
朝鮮出身　東北帝大法文学部卒）を紹介する展示です。

◇�アーカイブズセミナー「仙台からアジアに向かった詩人、アジアから仙台に来た詩人 ―佐藤清と金起林を
中心に―」
講師：佐野正人（東北大学大学院国際文化研究科准教授）
日時： 9 月25日（火）15：00～16：30
会場：東北大学附属図書館本館グローバル学習室
参加自由（一般の方は附属図書館本館受付で入館手続きをお願いします）
問い合わせ先：東北大学史料館
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写真左：�東北大学史料館二階展示室にて。右より佐藤忠良作「尚志」二高生像、黒川利雄筆「尚志」、� �
東北大学記念資料室開館特別展示「創立百周年記念第二高等学校資料展」パンフレット

写真右：「尚志」二高生像の襟元に「L」の字が彫り込まれている。
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秋の土日開館と企画展のご案内
　今年も秋の土曜・日曜開館を実施します。東北大学の包摂校にあたる旧制第二高等学校に関する企画展などを開催
します。ぜひ足をお運びください。

●�土曜・日曜開館実施期間　2018年 9月29日（土）～11月 4日（日）� �
※土曜・日曜の開館時間は10：00～16：30です。１０月 8日（月・体育の日）も開館します。

片平キャンパスに佇む旧制二高生の像。
（彫刻家・佐藤忠良による作品）

SMMAクロスイベント・第37回市史講座・東北大学史料館企画展公開講座

「近代の風景～地図・古写真・公文書でみる仙台」
　開催日時：2018年12月 2 日（日）　13：30～16：00
　会場：東北大学 片平さくらホール（定員156名・聴講無料・事前申込不要）
　※当日は史料館も開館します。（開館時間 10：00～16：30）

明治から昭和にかけて、東北大学ゆかりの地には旧制第二高等学校がありました。「蛮カラ」な学生たちが青春を過ご
した時代から、キャンパスの変遷をたどる企画展を行います。関連行事として 9月30日（日）の10：30と15：30から片
平キャンパスツアーも開催します。事前申込み不要ですので、直接史料館入口までお越し下さい。

東北大学史料館企画展

蛮カラ学生の学び舎 ～旧制二高とキャンパスの変遷～
2018年9月28日（金）～12月14日（金）　開館時間：10：00～17：00 
入場無料� ※11月10日（土）以降の土・日曜、祝日、年末年始は休館です。


